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母親の養育態度におよぼす内的ワーキング・モデルと

ソーシャルサポートの影響

Influences of Internal Working Models and Social- support on Maternal Attitudes to Their Children

森下　正康　　　　　　　　　木村　あゆみ

　　　　　　　　　　　　 MORISHITA  Masayasu　    　　　 　　KIMURA  Ayumi*

                        （和歌山大学教育学部）             （和歌山大学教育学部）

　アタッチメント理論にしたがえば、幼児期に形成された養育態度についての内的ワーキングモデルが、母親の養

育態度を規定すると考えられている。しかし、本研究では、たとえ拒否的に育てられた母親でもまわりからの情緒

的サポートが豊かであれば、自分の子どもに対して受容的な態度を形成できるのではないかという仮説を検証する。

幼稚園の４歳児の母親 209 名を対象に、自分の子どもに対してどのような養育態度をとっているか、幼児期に自分

自身が母からどのように育てられたか、現在、友人・母・父・夫からどのようなサポートを得ているかについて評

定を求めた。すべてのデータのそろった 120 名について分析を行った。

　主要な結果は次の通りであった。 (1) 重回帰分析の結果から、男児に対する母親の受容的態度に関しては夫や父

の情緒的サポートの変数が重要で、どのように育てられたかという変数は関連がなかった。女児に対する受容的態

度に関しては、父の情緒的サポート変数と母の統制変数が重要だということが明らかとなった。それに対して、統

制的態度については、男児の母親に関しては有意な変数はなく、女児の母親に関して母の受容、統制という育て方

の変数が関連していた。さらに情緒的サポートの影響について分析を進めた結果、次のような点が明らかとなった。

(2) 男児の母親はたとえ自分の母から拒否的に育てられても、父や夫からのサポートが豊かであれば、子どもに対

して受容的態度を形成する可能性がある。つまり、父や夫というように、男児と同性の人からのサポートが重要だ

と考えられる。 (3) 女児の母親は、自分が拒否的に育てられた場合、自分の父や母、夫からのサポートは関係がなく、

同性の友人からのサポートが受容的態度の形成に影響する。また女児の母親は、自分が受容的に育てられた場合、母・

父・夫からのサポートによって子どもに対して受容的な態度を形成してゆくのに対して、そのようなサポートが得

られない母親は、たとえ子ども時代に受容的に育てられても拒否的な態度を形成してゆく可能性がある。 (4) 母親

の統制的態度に関しては有意な結果が認められなかったので、まわりからのサポートの豊かさは養育態度の統制次

元には影響をおよぼさないと考えられる。

キーワード：アタッチメント、内的ワーキングモデル、ソーシャル・サポート、養育態度

1. 問題

　乳幼児期の母親に対する愛着（attachment）の特徴

は、子どもの気質と母親の関わり方の特徴との相互

作用によって規定される（森下、1988）。また、その

ようにして形成された子どもの愛着の特徴は、子ど

もの気質と相互に関係して、母子分離の特徴に影響

を与えている（尾崎、2003）。しかし、Ainsworth et 

al(1978) のストレンジ・シチュエイション（strange 

situation）を使って測定された乳幼児の愛着の特徴

が、その後の子どもの行動特徴、特に不適応行動と

関連があるかどうかについて、従来の研究結果は明

確ではない（森下、1991）。まして、このような乳幼

児期の愛着の特徴が、成人になったときにどのような

影響を与えるかに関する縦断的研究は少ない（遠藤、

2002）。愛着に関する成人期の研究は、再構成された

現在の認知内容を扱っており、過去の事実よりも現在

の認知過程を重視している。

　数井他（2000) は、母親の愛着が子どもの愛着に影

響を及ぼすという愛着の世代間伝達を間接的に実証し

ている。つまり、自律・安定型の母親の子どもは愛着

安定性が高いということ、未解決型の母親の子どもは

安定性得点が低いということを明らかにした。

　大学生の対人恐怖心性と親子関係像との関連を、久
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保（2000）は内的ワーキングモデル（IWM；internal 

working model ）の観点から検討している。その結果、

対人恐怖心性の高い者は、母親に対して親密さも強い

が不信も強いという二重性を示し、さらに父親に対し

ては親密さ、不信、怯えすべてにおいて否定的であっ

た。このような結果から、対人恐怖心性が高いほど、

親子関係像は肯定的なまとまりをもたないということ

と、受容的な親の存在体験が希薄だという仮説を実証

している。

　大学生の愛着についての坂上・菅沼（2001）の研究は、

愛着と情動制御との間に関連があることを見出した。

つまり、愛着の安定性の高い人は自他の悲しみや喜び

に対する内省や覚知が高く、回避性の高い人は悲しみ

や喜びに対する不快感が高い傾向があり、両価性の高

い人は自他の怒りと喜びの覚知が低い傾向があった。

　アタッチメント理論によれば、ある設定目標を達成

するために、個人は、自分の環境についての内的ワー

キングモデルと、自分自身の力量や可能性についての

内的ワーキングモデルをもたなければならないという

（Bowlby,1976,1977；久保田、1995）。アタッチメント

人物（多くの場合は母親）についての内的ワーキング

モデルは、乳幼児期の母親との相互作用を通して形成

される。それは、母親の行動を予測し、母親との実際

の相互作用行動をガイドする。ただし、それだけにと

どまらずそれは自分自身についての内的ワーキングモ

デルや他者（人間）についての内的ワーキングモデル

の形成と密接にかかわっている（Bowlby, 1973）。

　つまり、自己についての内的ワーキングモデルの中

心は、自分が母親からいかに受容されているか、いか

に助けを与えられるに足る人物として判断されている

かにかかっている（久保田、1995）。また、乳幼児期

の親子関係の愛情（受容－拒否）次元は、それが般化

され人は一般に信頼できるかできないかという他者に

関する内的ワーキングモデルの形成に影響すると考え

られる。すなわち、受容的な親子関係から自己に対す

る肯定感と他者に対する信頼感が、その反対に拒否的

な親子関係から自己に対する否定感と他者に対する不

信感が形成される。そして、再び人間に対する信頼感

にもとづいてお互いに理解し合い支え合うという受容

的な人間関係が形成され、人間に対する不信感にもと

づいて拒否的な人間関係が形成されると考えられる。

例えば、中学生とその親を対象とした酒井他（2002）

の研究では、子が母親と父親に抱く信頼感は、子ど

もの人間関係を中心とする学校適応に影響を与えてい

た。また、親友との信頼関係は一般に学校適応を高め

ていると共に、親子相互不信群では反社会的な傾向を

も高めていた。

　自分がどのように育てられたかにもとづいて、子ど

もの育て方について内的ワーキング・モデルが形成さ

れ、その子が親になったとき自分の子どもに対して同

じような育て方をすると考えられる。このような視点

から、虐待の世代間伝達の問題が取り上げられている

（西沢、1994）。そして、一度形成された内的ワーキ

ングモデルは、修正が難しいとされている（Bowlby, 

1980)。確かにその影響力は大きく、それが階層構造

を形成しているとすれば、修正は易しくない。

　しかし、他者に対する信頼感－不信感の形成は、乳

幼児期の親子関係だけに影響されるのではなく、その

後に結ぶ重要な他者との人間関係の影響を受けるだろ

う。つまり、初期の親子関係のあり方が人間に対する

信頼感の形成に影響するだけではなく、その後に結ぶ

人間関係が人間に対する信頼感の形成に影響すると考

えられる（久保田、1995）。したがって、たとえ初期の親

子関係の中で人間に対する不信感が形成されたとして

も、その後の人間関係のあり方によって変容する可能

性があるのではないか。人間に対する信頼は、人との

信頼関係や受容的な人間関係と表裏一体であるので、

子どもに対する受容的－拒否的態度は過去の親子関係

だけでなく、過去のそれ以外の人との関係や、現在の

まわりの人との関係の影響をも受けると予想される。

　人間関係の中で、現在の親子間の信頼関係や受容的

関係の形成に影響するのは、まわりの人からの情緒的

サポートだと考えられる（森下、1999；尾見、2002）。

したがって、子どもに対する受容的態度には自分が乳

幼児期に受容的に育てられたという要因以外に、現在

まわりの人から情緒的サポートを受けているという要

因が影響しているだろう。それに対して、行動の統制

に関する次元は、まわりの人からの情緒的サポートよ

りも、親から統制的に育てられたことからくる内的ワ

ーキングモデルの影響が大きいだろう。

　具体的には、幼児の母親が子どもの頃に自分自身の

母からどのように育てられたかということが、現在の

自分の子どもに対する養育態度に影響する際、現時点

における母親自身の友人、母、父、夫からのサポートが

どのような影響を与えるかについて検討したい。つまり、

母親自身が母から拒否的に育てられた場合でも、まわ

りからの情緒的サポートが豊かであれば、自分の子ど

もに対して受容的態度を形成することができるのでは

ないかという仮説を検証する。その中で、誰からの情

緒的サポートの影響が大きいかについても焦点を当て

たい。本研究の目的は、アタッチメント理論が強調す

る過去の母子関係の影響力が、後に結ぶ人間関係のあ

り方によって変容可能かどうかを問うことにある。

2. 方法

（１）被験者：３つの幼稚園の年中児（４歳児）の母

親 209 名が調査の対象となった。その内、200 名のデ

ータが回収された。記入漏れなどのないデータは計

151 で、その内訳は友人・自分の父・母・夫のいる者

母親の養育態度におよぼす内的ワーキング・モデルとソーシャルサポートの影響
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は120名（男子57、女子63）、父だけがいない者31名（男

子 16、女子 15）であった。母親の平均年齢は 33 歳 8

ヶ月、子どもの平均年齢は４歳６ヶ月であった。質問

紙は園児を通じて配布され園児を通じて封筒に入れて

回収された。

（２）調査時期：2002 年９月。

（３）養育態度の測定：子どもに対する受容と統制に

関して小嶋他（1988）および鈴木他 (1985）の作成し

た項目の一部を用いた（表１）。全部で２０項目で各

項目に対して４段階評定（4. たしかにそうだ・3. ま

あそうだ・2. あまりそうでない・1. まったくそうで

ない）を求めた。

　自分自身が幼稚園の頃お母さん（あるいはそれに代

わる人）からどのように育てられたかについて、上記

２０項目の表現を変えて作成した項目（表２）に、同

じように４段階評定を求めた。

（４）ソーシャル・サポートの測定：情緒的サポー

トと道具的サポートに関する測定には、堤・萱場

(2000）の作成した項目１０項目に新たに追加した８

項目、計１８項目（表３）を用いた。同性の友人、母、

父、夫からのサポートについて４段階評定（非常にそ

う思う・まあそう思う・あまりそうは思わない・まっ

たくそうは思わない）を求めた。

3. 結果

（１）尺度の作成　

　各項目に対する４段階評定について、４点から１点

と得点化した。次に、子どもに対する養育態度に関す

る２０項目について、151 名のデータを、男女児の母

親を込みにして因子分析を行った。その手順としては、

まず主成分分析を行って固有値の変動に注目し因子数

を２と決定し、続いて主因子分析を行い斜交回転によ

り因子パターンを求めた（表１）。また同じように、

母親自身が子ども時代にどのように育てられたかに関

する項目について、151 名のデータについて因子分析

を行った（表２）。

　二つの因子分析の結果をもとに、そこに共通して受

容と統制の各因子に負荷の高い項目を用いて尺度を構

成した。子どもに対する親の養育態度について、信頼

性係数（α係数）を算出したところ、受容尺度は比較

的高い値であり、統制尺度はあまり高い値ではなか
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ったが、その素点の和を尺度得点とした。受容尺度は

11 項 目（3,9,6,11,16,1,14,13,18,4,19 α =0.809）、

統制尺度は 6項目（5,2,20,7,10,12 α = 0.621）から

なっている。母親自身がどのように育てられたかにつ

いて、前記に対応する項目からなる受容 (11 項目）と

統制（６項目）に関してα係数を算出したところ、受

容尺度は 0.826、統制尺度は 0.683 であった。

　ソーシャルサポートについては、すべてのデータの

そろっている 120 名分について、サポート源ごとに、

同じように因子分析を行った。その内、友人からのサ

ポートに関する結果を表３に示す。すべてのサポート

源それぞれについて、第１因子に共通して高く負荷す

る 11 項目（項目番号 11,9,7,12,6,5,1,14,13,8,10）

にもとづいて情緒的サポート尺度（α係数は 0.908）

を、第２因子に高く負荷する３項目（16,18,17）にも

とづいて道具的サポート尺度（α係数 0.837）を作成

した。

　それぞれの尺度の内容は次の通りであった。

「受容」　「子どもと遊んだり話したりするのが楽しい」

「よく子どもをほめる」などのように、子どものこと

が好きで、子どもの気持ちや行動をよく理解し、優し

く子どもを受け入れるという特徴である。得点が高い

ほど受容的で優しいことを示す。

「統制」　「いつもがんばりなさいと言い聞かる」「すべ

きことをきちんとしてしまいなさいと何回もいう」な

どのように、親自身の期待を子どもに表明し、しつけ

をきちんとするという特徴である。得点が高いほど子

どもに対する指図やしつけの厳しさを示す。　

「情緒的サポート」　人から理解されている、心が支え

られているという実感である。得点が高いほど人から

受け入れられていることを示す。項目例　・気持ちが

通じ合う　・いっしょにいると気持ちが楽になる。

「道具的サポート」　日常生活において実際的な手助け

が必要なとき助けてくれるという特徴。得点が高いほ

ど実際のサポートが多いことを示す。項目の例　・あ

なたが病気で寝込んだときに、身の回りの世話をして

くれる　・家事をやったり手伝ったりしてくれる。

（２）養育態度と育てられ方およびソーシャルサポー

トとの相関

　すべてのデータのそろった 120 名について、男女別

に、子どもに対する受容的態度と統制的態度に関して

他の変数との相関係数を求めた（表４）。自分の子ど

もに対する受容と統制の態度次元の間には、男女とも

有意な相関は見られなかった。男児に対する受容的態

度は過去自分が受容的に育てられたという評定と有意

な相関があった。さらに、受容的態度は、自分の父か

らの情緒的サポートと有意な相関があり、また夫から

の情緒的サポートおよび道具的サポートと有意な相関

があった。男児に対する統制的態度は他の変数とは有

意な相関はなかった。

　女児に対する受容的態度は、過去に自分が受容的に

育てられたということ、および統制的に育てられたと

いうこととそれぞれ有意な相関があった。さらに、女

児に対する受容は、友人、母、父、夫からの情緒的サ

ポートや夫からの道具的サポートと有意な相関があっ

た。女児に対する統制的態度に関しては、過去の受容

や統制とのみ有意な相関があり、サポート要因は関連

がなかった。　

（３）養育態度の予測

　母親自身がどのように育てられたかという要因と、

まわりの人からどのようにサポートを受けているかと

いう要因のどちらの要因が、子どもに対する態度をよ

り規定しているかを明らかにするために、次のような

重回帰分析を行った。子どもに対する態度（受容ある

いは統制）を目的変数とし、自分自身の母親からどの

ように育てられたか（受容と統制）と、友人・母・父・

夫からの各情緒的サポート、道具的サポート計１０変

数を説明変数として、男女別に強制投入法による重回

帰分析を行った。

　その結果、男児の母親の受容に関して有意なβ係数

は得られなかったが、夫と父からの情緒的サポートが

比較的高い値を示していた（表５）。女児の母親の受

容に関しては父からの情緒的サポートと母から統制変

数が有意であった（表５）。

　男児の統制に関しては重相関係数は低く有意なβ係

数は見られなかった。女児の統制に関しては受容と統

制の変数が有意であった（表６）。

　以上、受容的態度を予測する変数として、男児に関

しては夫や父の情緒的サポートが、女児に関しては父

の情緒的サポートと母の統制が重要だということが明

らかとなった。このように男女児いずれの母親も自分

の父からのサポートが重要な変数だということが注目
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される。

　それに対して、統制的態度について、男児に関して

はどのような変数も関連していなかったが、女児の場

合は母の育て方の要因が規定していた。その場合、単

純に統制的に育てられたら統制的になるというのでは

なく、そこに受容の要因も関与している点が注目され

る。つまり、自分の母から受容的でかつ統制的に育て

られた母親ほど自分の子どもに対しても統制的になる

ということであった。ここで測定された統制次元は、

口やかましいとか干渉的だという意味よりも、きっち

りとしつけをするというニュアンスを反映している可

能性がある。

（４）情緒的サポートの影響

　過去に母親自身がどの程度受容的に育てられたか、

現在自分の子どもに対してどの程度受容的であるか、

それぞれの受容尺度の平均値（ＳＤ）と中央値を求

めた。男女差が見られなかったので、男女を込みにし

て中央値（表７）を境に２つの次元を組み合わせて４

群（拒否－拒否、拒否－受容、受容－拒否、受容－受

容群）を構成した。分割の結果における、子どもの性

別、群別の人数を表８に示す。尺度間の相関係数は男

児 0.300、女児 0.465 であった。そのことを反映して、

表７から特に女児の母親の場合、過去の育てられ方と

現在の養育態度が一致する者が多い。男女いずれも、

過去に拒否的に育てられたが、現在子どもに対して受

容的な者が少なからずいることが注目される。

　次に、サポート得点について、各サポート源の平均

値を示したのが図１である。父親からのサポート得点

が相対的に低いことがわかる。

　各サポート源からの情緒的サポート得点間の相関係

数を求めた。表９に示すようすべて正の相関である

図 1　サポート源ごとのサポート得点

が、特に女児の母親において自分の母からのサポート

得点が他のサポート得点と相関が高かった。

　母親自身が自分の母から受容的に育てられた場合は

拒否的に育てられた場合よりも、まわりの人からのサ

母親の養育態度におよぼす内的ワーキング・モデルとソーシャルサポートの影響
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ポートが多いかどうか、さらに拒否的に育てられた場

合でもまわりからの情緒的サポートが豊かであれば、

自分の子どもに対して受容的態度を示すかどうかを明

らかにするために、次のような分析を行った。まわり

の人からの情緒的サポート得点を従属変数とし、子ど

もの頃に受容的に育てられたか拒否的に育てられたか

という要因（過去）と、現在子どもに対して受容的か

拒否的かという要因（現在）の二つの要因を独立変数

として分散分析を行った。それぞれの分割には、それ

ぞれの受容尺度得点の中央値を用いた。したがって、

受容的態度とか拒否的態度といっても、その内容は相

対的なものになっている。

　分散分析では、まず各群における友人・母・父・夫

からの情緒的サポート（今後は単にサポートと表記）

の総得点を従属変数として、子どもの性別ごとに２

（養育態度）×２（育てられ方）の２要因の分散分析

を行った。その結果、図２に示すように、男児の母親

は過去の育てられ方要因に有意差があり、受容的に育

てられた母親の方が拒否的に育てられた母親よりもサ

ポート総得点が高かった（F(1,53)=10.886,p<.01)。ま

た、子どもに対して受容的な母親の方がサポート得点

が高いという傾向があった（F(1.53)=2.682,p=.10）。

その傾向は特に拒否的に育てられた群においてみられ

た。女児の母親に関しては、二つの要因が有意で、さ

らにその交互作用 (F(1.59)=7.742,p<.01) も有意であ

った。つまり、受容的に育てられた群の方がサポート

総得点が高く、さらに子どもに対して受容的な群の方

がサポート総得点が高かった。そして、受容－受容群

の情緒的サポート総得点が特に高いことが明らかとな

った。

　次にサポート源ごとに分析した結果、友人からのサ

ポート（図３）は、男児の母親に関しては有意差がな

かった。それに対して、女児の母親に関しては二要因

とも 5％水準で有意差があり、母親は受容的に育てら

れた方が友人からのサポート得点が高く、また、子ど

もに対して受容的な母親の方がサポート得点が高かっ

た。つまり、たとえ拒否的に育てられた場合でも子ど

もを受容している母親の方が友人からのサポート得点

が高かった。

　母からのサポートに関して（図４）、男児の母親は、

受容的に育てられた母親の方が有意に母からのサポー

ト得点が高かった。女児の場合、二つの要因とその互

作用が有意で、受容的に育てられた群の方が母からの

サポート得点が有意に高いということと共に、受容－

受容群のサポート得点が特に高かった。

　父からのサポートに関して（図５）、男児の母親で

は受容的に育てられた母親の方が有意に父からのサポ

ート得点が高く、さらに拒否的に育てられた群では、

子どもに対して受容的な母親は父からのサポート得点

が高いという傾向があった。女児の場合、二つの要因

とその交互作用が有意で、特に受容－受容群の父から

のサポート得点が高かった。

　夫からのサポートに関して（図６）、男児の母親に

関しては有意差がなかったが、拒否－受容群のサポー

ト得点が高いという傾向があった。女児の母親に関し

ては交互作用が有意で、受容－受容群の夫からのサポ

ート得点が非常に高かった。

図 2　各群の情緒的サポート総得点

　

図 3  友人の情緒的サポート得点

図 4  母の情緒的サポート得点
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図 5  父の情緒的サポート得点

図 6  夫の情緒的サポート得点

　以上のサポート源について結果を要約すると次のよ

うになる。男児の母親について、受容的に育てられた

母親は自分の母と父からの情緒的サポート得点が高か

った。また、拒否的に育てられても子どもに対して受

容的な母親は父からの情緒的サポート得点が高いとい

う傾向があった。有意差はないが、そのような傾向は

夫からのサポートについても指摘できる。

　女児の母親について、受容的に育てられた母親は友

人や母、父からのサポート得点が高かった。そして、

受容的に育てられても拒否的に育てられても子どもに

対して受容的な母親は、友人からの情緒的サポート得

点が高かった。また、受容的に育てられかつ子どもに

対して受容的な母親は母、父、夫からの情緒的サポー

ト得点が非常に高いという特徴があった。

　統制的態度に関して、同じような分析を行ったが、

有意差はぜんぜん認められなかった。

4. 考察

　本研究の主要な目的は、幼児期に母から拒否的に育

てられ場合でも、まわりの人から十分な情緒的サポー

トが得られれば、自分自身の子どもに対して受容的な

態度を形成することができるのではないかという仮説

を検証することであった。研究の結果は、男児の母親

について、たとえ自分の母から拒否的に育てられても、

父や夫からの情緒的サポートが豊かであれば、男児に

対して母親は受容的態度を形成する可能性があること

を示唆していた。ここでは、男児にとって異性である

母親の友人や自分自身の母からのサポートは効果がな

く、自分の父や夫というように、男児にとって同性の

人からのサポートが、母親の受容的態度の形成に影響

を与えていると考えられる。つまり、母親は自分の母

から拒否的に育てられ拒否的な養育態度という内的ワ

ーキングモデルを形成したとしても、自分自身の父や

夫から豊かな情緒的サポートを得ることによって、男

児に対する拒否的態度が修正され受容的な態度へと変

容するのではないかと考えられる。そこには他者に関

する母親の内的ワーキングモデル、特に男子に関する

内的ワーキングモデルの変容が媒介しているかもしれ

ない。男子に関する内的ワーキングモデルが肯定的なも

のになることによって、男児に対する養育態度も肯定

的（受容的）なものに変容したのではないかと考えら

れる。あるいは、自分自身の父や夫との受容的な人間

関係が、自分と男児との関係に般化した可能性がある。

　女児の母親は、自分が拒否的に育てられた場合、自

分の父や母、夫からのサポートではなく、友人からの

サポートが受容的態度の形成に影響していた。つまり

友人からの情緒的サポートが豊かであれば、女児に対

して受容的な態度を形成する可能性がある。この場合

も自分や子どもにとって同姓の友人からのサポートと

いうことが重要な点であるかもしれない。

　特に女児に対しては、過去における母親自身の母と

自分との関係をだぶらせている可能性が強い。男児の

母親に比較して女児の母親の方が、自分が幼児期にど

のように育てられたかという養育態度の特徴と、現在

自分の子どもに対する養育態度との相関が高かったこ

とが、そのことを物語っているだろう。そのようなな

かで、同性の友人からのサポートが、過去における自

分の母との否定的な関係やそこから生じる否定的な自

己に関する内的ワーキングモデルを変容させ、自己と

同性である自分の子どもに対する態度をもより肯定的

なものに変容させている可能性がある。

　以上の点から、過去の母親との関係のなかで形成さ

れた養育態度はその後に結ぶ重要な他者との関係のあ

り方によって、変容する可能性があると考えられる。

視点を変えると、自分が受容的に育てられた場合は、

母・父・夫からのサポートによって子どもに対して受

容的な態度を形成してゆくのに対して、そのようなサ

ポートがまわりの人から得られない母親は、たとえ子

ども時代に受容的に育てられても拒否的な態度を形成

してゆく可能性がある。

　統制的態度に関してはこのような有意な結果が認め

母親の養育態度におよぼす内的ワーキング・モデルとソーシャルサポートの影響
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られなかったので、まわりからのサポートの多さは、

養育態度の統制次元には影響をおよぼさないと考えら

れる。統制的態度は、女児の母親の場合は特に幼児期

にどのように育てられたかという要因が関与しているら

しい。

　アタッチメント理論から、母親自身がどのように育

てられたかという要因は、現在の対人関係のあり方に

影響すると考えられるので、まわりの人からのサポー

トの特徴にも影響するだろう。事実、受容的に育てら

れた母親は拒否的に育てられた母親よりも、まわりの

人たちからのサポートが豊かであった。しかし、その

サポートの特徴が、逆に過去の母親自身の育てられ方

の認知にも影響しているかもしれない。したがって、

現時点での母親自身がどのように育てられたかという

認知は、過去の事実と現在の対人関係の特徴の両方を

反映していると理解しなければならないだろう。

　特筆すべき結果は、幼児期に受容的に育てられ、現

在子どもに対して受容的な母親（特に女児の母親）は、

まわりの人から多くの情緒的サポートを得ていたとい

うことである。過去における母親との肯定的な関係、

現在子どもとの肯定的な関係、そして現在夫や友人、

父母との肯定的な人間関係は基本的なところでつなが

っているのは事実である。

　本研究の問題点は、細かく分析するにはデータ数が

少ないということがあげられる。このようなデータ、

特に夫や両親からの情緒的サポートに関する内容は個

人のプライバシイにかかわることなので、データ収集

が困難であるが、この点は今後の課題である。また、

母親からの報告のみに基づいたデータである点も問題

点の一つである。

　本研究においては、主としてアタッチメント理論の

枠組を基礎におきながら、その批判をも含みながら結

果を解釈してきた。基本的にアタッチメント理論のよ

うなメカニズムが働いているのかそうでないのかは、

本研究からは決定できない。このような点を明らかに

するためには今後、縦断的な研究が必要であるし、多

方面のデータ源から多数のデータを必要とする。さら

に、母親自身の自己や他者に関する内的ワーキングモ

デルの内容を明らかにしなければならないだろう。

* 和歌山大学教育学部心理学専攻（第５１期）

（追記　研究にご協力くださいました幼稚園児の保護

者の方、先生方に深く感謝いたします。）
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